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1．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに

我が国は地震の活動期に入り、さらに豪雨の発生

頻度も高まっている。2011 年は、東日本大震災や台

風 12 号による紀伊半島豪雨により、大規模な土砂災

害が相次いで発生した。2011 年だけではなく、ここ数

年間西南日本を中心に深層崩壊が多発している。 

これらの状況を踏まえ、国土交通省は、深層崩壊

に関する全国マップを公表し、今後、地域レベル、小

流域レベルでの評価を行い、さらに調査研究を進め

るとしている。国土交通省が公開している「深層崩壊

の発生箇所及び深層崩壊推定頻度を示したマップ」

によれば、深層崩壊の発生危険度が「高い」あるいは

「特に高い」とされている領域は、中古生代の堆積岩

分布域が主体となっており、既往の深層崩壊発生箇

所や最近の深層崩壊を伴う土砂災害発生箇所も、

概ね中古生層の分布域で発生している。 

今回筆者らは、2010（平成 22）年 9 月 8 日に神奈

川県北部おいて深層崩壊に伴い大規模な土石流が

発生した渓流について、複数時期の空中写真の比

較判読及び地表・地質踏査を行った（図-1）。対

象とした渓流は、新第三紀の結晶片岩の分布域で

あり、比較的新しい時代に形成された地質分布域

における深層崩壊の発生事例として注目される

とともに、地域の防災計画においても重要なテーマ

であると言える。 

 

図-1 調査対象位置図 

 

2．．．．調査結果調査結果調査結果調査結果

対象渓流は、丹沢湖貯水池末端における世附川

右岸側の支流である。右岸側の渓流が主流路とな

っているが、流域全体は谷密度が低く、源頭部に

は地すべり性の緩斜面が存在する。世附川との合

流点付近には沖積錐が形成されている。

2.1    空中写真判読結果空中写真判読結果空中写真判読結果空中写真判読結果

 過去の災害事例としては、1923 年関東大震災

及びその後の豪雨災害、1972（昭和 47）年 7 月

豪雨災害が挙げられる。判読に使用した空中写真

は、1923 年関東大震災及びその後の豪雨災害を

反映したものとして、米軍撮影（1947～1948 年）

の空中写真を、昭和 47 年 7 月豪雨による土砂移動

現象を反映したものとして、1975 年国土地理院撮影

の空中写真を用いた。 

米軍撮影空中写真では、右岸側の斜面上部に表

層崩壊が散見され、下流部に新鮮な土石流堆積物

が追跡できる。また、右岸側の主流路及び世附川

合流点の沖積錐の細長く新鮮な土砂移動痕跡が

追跡できる。また、対象渓流には上流部に地すべ

り地形が存在しているが、米軍撮影の空中写真で

は、地すべり地形の下流側部において表層崩壊、

末端部において表層崩壊跡地が確認できる。1975
年撮影の空中写真では、小規模な崩壊地が散見さ

れる程度であった。

図-2 米軍撮影の空中写真 

米軍（縮尺 1/4 万空中写真）M910-84 を使用 

R6-09

- 324 -



2.2    現地踏査結果現地踏査結果現地踏査結果現地踏査結果

2010年9月豪雨時では、世附川本川合流点付近

に形成されていた沖積錐の全面わたり、新鮮な土

石流が堆積していた。既設の砂防堰堤が2基施工

されてはいたものの、新鮮な土石流が越流してい

た（写真-1）。

写真-1 世附川合流点の沖積錐

 

上流域には、古い渓床堆積物や崖錐の再侵食に

よる土石流が連続して追跡された。また、地すべ

り下流側の側部には、断層破砕帯も認められた。

上流の地すべり地形末端部全体に、破砕された基

盤岩に至る崩壊が発生していた。

さらに、末端崩壊上部の斜面には段差や微起ら、

今後さらに大規模な豪雨や地震が発生した場合、

深層崩壊の発生が懸念される。

3．．．．まとめまとめまとめまとめ

 今回踏査した渓流は、2010（平成 22）年 9 月 8

日の豪雨以前から、沖積錐と地すべり地形が存在し

ていた。したがって、過去にも今回と同様の深層崩壊

を伴う土砂移動があったことが伺える。対象地域周辺

の地質は、新第三紀の結晶片岩の分布域であり、

深層崩壊の発生条件としては、あまり注目されて

いなかったが、断層破砕を伴う地すべりの発生し

やすい条件と豪雨や地震といった誘引が伴えば、

大規模な崩壊、土石流が発生する。また、対象渓

流周辺にも当該渓流と同様に、沖積錐と地すべり

地形、岩盤クリープ斜面の分布する流域が存在す

る。空中写真判読等により、地形・地質的に類似

する流域や斜面を抽出することが、深層崩壊の発

生する可能性の高い箇所を効率的に抽出するこ

とにつながる。
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図-3 現地踏査結果概要図
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